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■パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 F -03 B でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじ 
め、 CD - ROM 内の 「 FOMA 通信設定ファイル」「ドコモコネクションマネージャ」のイ 
ンストール方法などを説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合びあります。 
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データ通信 


FOMA 端末とパソコンを接続して利用できる通信お態は、データ転送 （ OBEX ™ 通信)、パケット 
通信、 64 K データ通信に分類されます。 

•パソコンと接続してパケット通信や日 4 K データ通信を行ったり、電話帳などのデータを編集したりするには、 
付属の CD - R 日 M からソフトのインス I -ールや各種設定を行う必要びあります。 

•海外でパケット通信を行う場合は、 IP 接続で行ってください （ PPP 接続ではパケット通信できません)。また、 
海外では目 4 K データ通信は利用でさません。 

• FOMA 端末は、 FAX 通信や Remote Wakeup には対応しておりません。 

• ドコモの PDA の si 呂 marion のと接続してデータ通信び行えます。ただし、八イスピードエリア対応の高速通 
信には対応しておりません。 


[データ転送 （ OBEX ™ 通信) 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信します。 



FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 
microSD 力ード 
ドコモケータイ datalink 


[パ ケット通信 


インターネットに接続してデータ通信（パケット通信）を行います。 

送受信したデータ量に応じて課金されるため、メールの送受信など、比較的少ないデータ量を高速でやりとりす 
る場合に適しています。ネットワークに接続していてを、データの送受信を行っていないとさには通信料びかか 
らないため、ネットワークに接続したまま必要なとさにデータを送受信するといラ使いかたびでさます。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U など、 FOMA パケット通信に対応したアクセスポイントを利用 
して、受信最大 7.2 Mbps 、 送信最大 384 kbps の高速パケット通信びでさます。通信環境や混雑状況の影響に 
より通信速度び変化するベストエフォート方式による提供です。 

画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ー ドなど、データ量の多い通信を行った場合には通信料び高 
額になりますのでごミち意ください。 

《 FOMA 八イスピードエリア外や H に H - SPEED に対応していないアクセスポイントに接続するとき、または 
ドコモの PDA の si 旨 marionin など H に H - SPEED に対応していない機器をご利用の場合、通信速度び遅くな 
ることびあります。 

《 Bluet 日日 th 接続の場合、 FOMA 端末の通信速度は八イスピード用の通信速度になりますび 、 Bluet 日日 th 機器 
間の通信速度に限界びあるため、最大速度では通信でさない場合びあります。 

《受信最大 7.2 Mbps 、 送信最大 384 kbps とは技術規格上の最大値であり、実際の通信速度を示すをのではあ 
りません。実際の通信速度は、ネットワークの混み具合や通信環境により異なります。 
















































[64 K データ通信 


インターネットに接続して 64 K データ通信を行います。 

データ量に関係なく、ネットワークに接続している時間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコンテ 
ンツのダウン□ー ドなど、比較的データ量の多い送受信を行ラ場合に適しています。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U など、 FOMA 目 4 K データ通信に対応したアクセスポイント、ま 
たはに DN 同期目 4 K のアクセスポイントを利用でさます。 

長時間通信を行った場合には通信料び高額になりますのでご注意<ださい。 


ご利用になる前に 


動作環境 


データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は、次のとおりです。パソコンのシステム構成により異なる場 
合びあります。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC / AT 互換機 

USB ケーブル接続の場合： USB ポート （ US 目仕様1.]/2.0に準拠） 

Bluet 日日 th 接続の場合： Bluet 日が; h 標準規格 Ver . 1.1、 Ver . 1 .2 または Ver .2.0 + 
EDR に準拠（ダイヤルアップネットワーキングプ□ファイル） 

ディスプレイ解像度80 0 X 目 00 ドット 、 High C 日 lorl 目ビットしソ上を推奨 

OS (各日本語版） 

Windows 2000 、 Windows XP、Windows Vista 

必要メモリ 

Windows 2000 : 64 MB し: j 上 Windows XP : 128 MBl ^(± 

Windows Vista : 己 1 上 

八ードディスク容量 

己 MB しソ上の空さ容量 

《ドコモコネクションマネージャは3己 MB じ(上の空さ容量 


• 動作環境の最新情報については、ドコモのホームページにてご確認ください。 

• 0 S をアップグレードした場合の動作は保証いたしかねます。 

•動作環境によってはご使用になれない場合びあります。また、上記の動作環境！;^外でのご使用について、当社 
では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

• メニューび動作する推奨環境は Micros 日け Internet Expl 日 rer 7.0し如き (Windows XP の場合は 、 Microsoft 
Internet Explorer 目. Q し如き）です。 CD - R 日 M をセットしてもメニューび表示されない場合は次の手順で操作 
して < ださい。 

① Windows Vis ねのとき：© (スタート）一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「ファイル名を指 
定して実行」を順にクリック 

Windows XP 、 Wind 日 ws 2000のとさ：「スタート」一「ファイル名を指定して実行」を順にクリック 
③「名前」に次のように入力して roK 」 をクリック 
< CD-ROM ドライブ名> : ¥ index.html 

《 CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異なります。 

• CD - ROM をパソコンにセットすると、警告画面び表示される場合びあります。この警告は 、 Internet Explorer 
のセキュ U ティの設定によるをので、使用には問題ありません。「はい」をクリックしてください。 

《お使いのパソコンの環境により異なる場合びあります。 


必要な機器 


FOMA 端末とパソコン外に、次の機器び必要です。 

- FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）または FOMA US 目接続ケーブル（別売） 

-付属の CD - ROM 「 F -03 B 用 CD - ROM 」 

《パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状び異なるため利用でさません。 

《 USB HUB を使用すると、正甫に動作しない場合びあります。 

《 Bluet 日日 th 接続の場合は、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02または FOMA USB 接続ケーブルは必要 
ありません。 
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ご利用時の留意事項 


[インターネットサービスプ□バイダの利用料 


パソコンでインターネットを利用する場合、ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ（じ(降プ□バイダ） 
の利用料び必要です。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接プ□バイダにお支払いいたださま 
す。詳細はご利用のプ□バイダにお問い合わせください。 

• ドコモのインターネット接続サービス m 日 pera U びご利用いただけます 。 mopera U はお申し込みび必要な有 
料サービスです。 


r 接続先（プ□バイダなど) 


パケット通信と目 4 K データ通信では接続先び異なります。パケット通信を行ラとさはパケット通信対応の接続 
先、 64 K データ通信を行うときは FOMA 目 4 K データ通信または ISDN 同期目 4 K 対応の接続先をご利用ください。 

• DoPa のアクセスポイントには接続でさません。 

• mopera のサービス内容および接続設定方法については、 m 日 pera のホームページをご覧ください。 
http :// www.m 日 pera . net / mopera / index.html 


[ューザー認証 


接続先によっては、接続時にユーヴー認証び必要な場合びあります。その場合は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークで I □とパスワードを入力して接続してください。 ID とパスワードはプ□バイダまたは社内 
LAN など接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳細はプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い 
合わせください。 


[ブラウザ利用時のアクセス認証 


パソコンのブラウヴを利用してのアクセス認証で FirstPass (ユーヴ証明書）び必要な場合は、円 rstPass PC 
ソフトを利用します。ドコモのホームページにて提供しております。詳細およびダウン□ー ドは下記サイトの 
ページをご覽ください。また、付属の CD - ROM から下記サイトへのアクセスを巧能です。 

ヴーヒス詳細： http :// www . nttdocomo . co . jp / service / safety / firstpass / 

タウン□—ド： http :// www . nttdocomo . co . jp / support / utilization / application / foma / utility / firstpass / 
index.html 


H パケット通信および目 4 K データ通信の条件 


曰本国内で通信を行ラには、次の条件び必要です。 

- FOMA サービスエ U ア内であること 

-パケット通信の場合、アクセスポイントび FOMA パケット通信に対応していること 
-目 4 K データ通信の場合、接続先び FOMA 目 4 K データ通信または ISDN 同期目 4 K に対応していること 
- Bluet 日 oth 接続の場合は、パソコンび Bluet 日日 th 標準規格 Ver . 1.1、 Ver . 1 .2 または Ver .2.0 + EDR に準拠 
(ダイヤルアップネットワーキングプ□ファイル）していること 
《上記の条件び整っていてち、基地局び混雑していたり、電波状態び悪かったりするとさは通信でさない場合 
びあります。 
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CD - ROM を利用する 


付属の CD - ROM には、 FOMA 端末でデータ通信をご利用になる際のソフトウェアや、 PDF 版「区点コードー覽」 
などび収録されています。 


[ ドコモケータイ datalink の紹介 


「ドコモケータイ datalink 」 は、お客様の携帯電話の電話帳やメールなどをパソコンにバックアップして、編集 
などを行うソフトです。ドコモのホームページにて提供しております。詳細およびダウン□ードは下記サイトの 
ページをご覽ください。また、付属の CD - ROM から下記サイトへのアクセスも巧能です。 
http :// datalink . nttdocomo . co . jp / 

• 「ドコモケータイ datalink 」 をご利用になるには、あらかじめ FOMA 通信設定ファイルをインス I ルしてお 
く必要びあります。 

•ダウン□ー ド方法、転送可能なデータ、動作環境、インス!-ール方法、操作方法などの詳細については、上記 
ホームページをご覧ください。また、インストール後の操作方法については、ソフト内のヘルプをご覧くださ 
い。 

• ド〕モケータイ datalink をご利用になるには、別途 USB ケーブルび必要です。 


データ面送（〇己 EX ™ 通信）の準備の流れ 


FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）をご利用になる場合には、 FOMA 通信設定ファ 
イルをインス I -ールしてください。 


FOMA 通信設定ファイルをダウン□—ド、インス!ルずる 
• 付属の CD-ROM か！5インスIル 

• ドコモのホームぺージからダウン □ ードし、インストール 



つ ■ータき占送 
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データ通信の準備の流れ 

パソコンと USB ケーブル接続または Bluetooth 接続をして、パケット通信および目 4 K データ通信 
を利用する場合の準備について説明します。 

USB ケーブル接続の場合 Bluetooth 接続の場合 


① FOMA 通信設定 ファイルをダウン□-ド、 
インス I ルずる一 P 7 
• 付属の CD-ROM か 5 インス I ル 
• ドコモのホームぺージからダウン □ —ドし、 
インストール 


③パソコンと FOMA 端末を接続ずる 一 P 6 

▼ 

⑤ FOMA 通信設定ファイルを確認ずる一 P 10 


① Bluetooth 接続を準備ずる 
一 P 1 1 


③モデムの確認をずる一 P 1 2 



通信を実行ずる 

《ドコモコネクションマネージャの設定については、『ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル』をご 
覽ください。 

I FOMA 通信設定ファイル I 

USB ケーブルでパソコンと接続してパケット通信または目 4 K データ通信を行う場合は、 FOMA 通信設定ファイ 
ルをインストールする必要びあります。 

1 Bluetooth 接続を利用ずる I 

Bluetooth 対応パソコンと FOMA 端末を Bluetooth 接続して、データ通信を行います。 

•詳しくは、旧 lueto 日 th 接続を準備する」をご覧ください。一 P 1] 


I ドコモコネクションマネージャ 


付属の CD - ROM からドコモコネクションマネージャをパソコンにインストールすると、パケット通信または 
日 4 K データ通信を行ラために必要なさまざまな設定を、パソコンから簡単に操作でさます。 


5 





















インス I -ール/アンインストール前の注意点 


•操作を始める前に他のプ□グラムび動作中でないことを確認し、動作中のプ□グラムびある場合は終了してく 
ださい。 

《ウイルス対策ソフトを含む、 Windows 上に常駐しているプ□グラムを終了します。 

例：タスクバーに表示されているアイコンをちク U ックし、「閉じる」または「終了」をク U ックします。 

• FOMA 通信設定ファイルやドコモコネクションマネージャのインストール/アンインストールを行う場合は、 
必ずパソコンの管理者権限を持ったユーヴーで行ってください。それ！; I 外のユーヴーで行ラとエラーになる場 
合びあります。 Wind 日 WS Vista の場合、「ユーヴーアカウント制御」画面び表示されたときは、「許可」または 
「続行」をクリックするか、パスワードを入力して 「0 K 」 をクリックしてください。パソコンの管理者権限の 
設定操作については、をパソコンメーカやマイク□ソフト社にお問い合わせください。 

•パソコンの操作方法または管理者権限の設定などについては、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 


パソコンと FOMA 端末を接続する 


ここでは取り付け/取りがし方法を説明します。 FOMA 通信設定ファイルのインス I ルは行い 
ません。 - P 7 

• FOMA 通信設定ファイルのインス!-ール前にパソコンに接続すると、 USB ケーブルび差し込まれたことを自 
動的に認識してドライバび要求されますび、「キャンセル」をクリックして終了してください。 

•パソコンと FOMA 端末は、電源び入っている状態で接続してください。 

•本マニュアルでは、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）での場合を例に説明しています。 


USB ケーブルを取り付ける 


] USB ケーブルのコネクタを FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 
2 USB ケーブルのパソコン側のコネクタをパソコンの USB ポートに差し込む 



• パソコンと FOMA 端末び接続されると、 FOMA 端末の待受画面に0び表示されます。 


r 取り外しかた 


USB ケーブルのコネクタのリリースボタンを押し（①)、 FOMA 端末か5引き抜 
く（②） 

UU —スボタン 
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2 パソコンか！ 5 USB ケーブルを取り外す 


お知らせ- 

- FOMA 端末から US 目ケーブルを抜さ差しする際は、コネクタ部分に無理な力びかからないよラにを意して<ださし、。 
取り外すとさは、必ず UU —スボタンを押しなびら水平に引さ抜いてください。無理に引さ抜こラとすると故障の原因 
となります。 

-データ通信中に US 目ケーブルを取り外さないで<ださい。データ通信び切断され、誤動作やデータ消失の原因となり 
ます。 


FOMA 通信設定ファイルをインストールする 


FOMA 端末とパソコンを USB ケーブルで接続してデータ通信を行う場合は、 FOMA 通信設定ファ 
イルび必要です。使用するパソコンに FOMA 端末を初めて接続する前に、あ5かじめインス! 
ルしておきます。 

インス I ル方法には、付属の CD - ROM のメニュー画面を利用する方法と、 CD - ROM 内のフォル 
ダを指定して手動でインストールする方法びあります。 

•操作する前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール前の注意点」をご覧ください。一 P 目 
• Bluetooth 接続の場合は、 FOMA 通信設定ファイルのインストールは必要ありません。 


一からインストールする 


•操作己で FOMA 端末をパソコンに接続する旨のメッセージび表示されるまで、 FOMA 端末を接続しないでくだ 
さい。 

〈例 〉 Windows Vista にインストールするとき 

1 CD - R 日 M をパソコンにセット 

2 「データリンクソフト•各種設定ソフト」をクリック 




































CD - R 日 M をパソコンにセット 

rF-03B CD - ROM 」 メニューび表示されます。手動でインス!ルする場合は本メニュー画面を閉じま 
す。 

• CD - R 日 M メニューから操作を進める一 P 7 [" CD - ROM メニューからインス!ルする」操作2 

FOMA 端末をパソコンに接続 

• 電源び入った状態で接続してください。 

• 「新しい八ードウェアび見つかりました」画面び表示されます。「ドライバソフトウェアを検索してイン 
ストールします」をク U ックします（お使いのパソコンによっては表示されない場合びあります)。 

r ディスクはありません。他の方法を試します」をクリック 
r コンピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します」をクリック 
「参照」をクリックー rccD - R 日 M ドライブ名>: 

¥ F 03 B _ USB _ Driver ¥ WinVista 32 J を選択し 「 OK 」 をクリックー「次へ」 
をク U ック 

インストールび開始されます。 

• CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンにより異なります。 

• お使いのパソコンの日 S び Wind 日 WS Vis ね目4ビット版の場合は、 「 WinVista 64」 を選択します。 

正常にインス!-ールされた旨の画面び表示された！5、「閉じる」をクリック 


「 FOMA 通信設定ファイル （ USB ドライバ)」の「インス!ル」をクリックし、 
表示されるウインドウか5 「 F 03 Bst . exe 」 アイコンをダブルクリック 



r インストール開始」をクリック 

FOMA 端末をパソコンに接続する旨のメッセージび表示された5、 FOMAS 請末 
をパソコンに接続 

• FOMA 端末は電源び入つた状態で接続してください。 

インス!ル完了画面で「日 K 」 をクリック 

「ドコモコネクションマネージャ」のインス! ルー P ] 己 


手動でインス!-ールする 


r Windows Vista の場昔 


1 2 


3 4 5 


6 


3 


4 5 
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CD - R 日 M をパソコンにセット 

「 F -03 B CD - ROM 」 メニューび表示されます。手動でインストールする場合は本メニュー画面を閉じま 
す。 

• CD - R 日 M メニューから操作を進める一 P 7 に D - ROM メニューからインストールする」操作2 

FOMA 端末をパソコンに接続 

-電源び入った状態で接続して<ださい。 

• 新しい八ードウエアの検索ウィヴードび起動します。このとき 、 Windows Update に接続するかの確 
認画面び表示された場合は「いいえ、今回は接続しません」を選択して「次へ」をクリックします（お 
使いのパソコンによっては表示されない場合びあります）。 

r 一覧または特定の場所か！5インストールする」を選択して、「次へ」をクリック 

r 次の場所で最適のドライバを検索する」を選択一「次の場所を含める」を選択 
一「参照」をクリックして「く CD - R 日 M ドライブ名>: 
¥ F 03 B _ USB _ Driver ¥ Win 2 k _ XPJ を選択し fOKJ をクリックー「次へ」を 
クリック 

インストールび開始されます。 

• CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンにより異なります。 

r 新しい八ードウエアの検索ウィザードの完了」と表示された！5、「完了」をク 
U ック 

再度新しい八ードウエアの検索ウィザードび表示されるので、続けて操作 31 U 降 
の操作を繰り返し、 FOMA 通信設定ファイルをすべてインストールする 

「新しい八ードウエアびインス!-ールされ、使用準備びでさました。」といラポップアップメッセージび夕 
スクバーに表示されると、 FOMA 通信設定ファイルのインス I -ールび完了します。 

• インス!-ールを繰り返す回数は、お使いのパソコンの環境により異なります。 


7 再度 r 新しい八ードウエアの検出」画面び表示されるので、続けて操作 3 iu 降の 
操作を繰り返し、 FOMA 通信設定ファイルをすべてインス!-ールする 

「デバイスを使用する準備びでさました。」といラポップアップメッセージびタスクバーに表示されると、 
FOMA 通信設定ファイルのインストールび完了します。 

• インス!-ールを繰り返す回数は、お使いのパソコンの環境により異なります。 


fWindows XP の場合 


I Windows 2000の場合 _| 

1 CD-R 日 M をパソコンにセット 

rF-03B CD - ROM 」 メニューび表示されます。手動でインストールする場合は本メニュー画面を閉じま 
す。 

• CD - R 日 M メニューから操作を進める一 P 7 に D - R 0 M メニューからインス!ルする」操作2 

9 FOMA 端末をパソコンに接続 

• 電源び入った状態で接続してください。 

3 r 新しい A — ドウエアの検索ウィザードの開始」画面で「次へ」をクリック 

4 「デバイスに最適なドライバを検索する」を選択一「次へ」をクリック 
C r 場所を指定」を選択一「次へ」をクリック 
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「参照」をクリックー「く CD - R 日 M ドライブ名>: 

¥ F 03 B _ USB _ Driver ¥ Win 2 k _ XP 」 を選択し、ファイル指定画面でいずれかの 
ファイルを選択して「開く」をクリックー rOKJ をクリック 

• CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンにより異なります。 

ドライバ名び 「 FOMAFOSB 」 と表示されていることを確認し「次へ」をク 
U ック 

インス!-ールび開始されます。 

r 新しい A — ドウエアの検索ウィザードの完了」と表示された5、「完了」をク 
U ック 

再度 r 新しい八ードウエアの検索ウィザードの開始」画面び表示されるので、続 
けて操作 31 U 降の操作を繰り返し、 FOMA 通信設定ファイルをすべてインス I 
ルする 

FOMA 通信設定ファイルのインス I -ールび完了します。 

-インストールを繰り返す回数は、お使いのパソコンの環境により異なります。 


• FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場合、設定および通信はでさません。 

〈例 〉 Windows Vista で確認ずるとき 

I ® (スタート）一「コント□—ルパネル」 

バイスマネージャ」を順にクリック 


「システムとメンテナンス」^「デ 


2 


■ Windows XP のとき 

① r スタート」一「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」一「システム」を順 
にク U ック 

③ r システムのプ□パティ」画面の「八ードウエア」タブをクリックー「デバイスマネージャ」をク 
IJ ック 

■ Windows 2000 のとき 

① r スタート」をクリックー「設定」か5「コント□-ルパネル」をクリックー「システム」アイコ 
ンをダブルクリック 

② r システムのプ□パティ」画面の「八ードウエア」タブをクリックー「デバイスマネージャ」をク 
IJ ック 

各デバイスの種類をダブルクリックイタのデバイス名び登録されていることを確 
認 

• デバイスの種類とデバイス名は次のとおりです。 
表示される順番は日 S により異なります。 

-ポート （COM と LPT ) : 

FOMA F 03 B Command Port ( COMx ) 《 
FOMA F 03 B OBEX Port ( COMx ) 《 

-モデム： FOMA F 03 B 

-ユニバーサルシ U アルバスコント□ーラまたは 
USB (Universal Serial Bus ) コント□—ラ： 
FOMA F 03 B 

《 X はパソコンの環境により、異なった数字び表 
示されます。 


FOMA 通信設定ファイルを確認する 
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FOMA 通信設定ファイルをアンインスIルする 


•操作する前に、必ず「インストール/アンインス!-ール前の注意点」をご覽ください。一 P 目 
•操作する前に、パソコンから FOMA 端末を取り外してください。 

〈例〉 Windows Vista でアンインス!ルするとき 

1 ® (スタート）一「コント□ールパネル」- ► 「プ□グラムのアンインストール」 

I を順にクリック 

■ Windows XP のとき 

「スタート」一「コント□ールパネル」一「プ□グラムの追加と削除」を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

「スタート」をクリックー「設定」 けら 「コント□ールパネル」をクリックー「アプリケーションの追 
加と削除」アイコンをダブルクリック 

9 「FOMA F03B USB」 を選択して「アンインス!ルと変更」 （Windows XP、 
A Windows 2000の場合は「変更と削除」）をクリック 

ク 「FOMA F03B Uninstaller」 と表示されていることを確認して「はしりをク 
U ック 

アンインストールを開始します。 

4 「ドライバを削除しました」画面び表示された5 「0K」 をクリック 

お知らせ- 

•削除画面で 「 F 0 MAF 03 目 USB 」 び表示されていないときは、再度 「 FOMA 通信設定ファイルをインス!-ールする」 
の操作を行った後に、アンインストールを行ってください。一 P 7 


ダイヤルアツ プ通信 サービス 


Bluetooth ® 接続を準備する 


Bluet 00 か!対応パソコンと FOMA 端末を Bluet 00 か!接続して、データ通信を行います。 

•パソコンの操作方法については、ご使用になるパソコンの取扱説明書をご覧ください。 

• FOMA 端末び Bluetooth 接続待機状態になると待受画面に0 (青）び表示されます。 FOMA 端末とパソコン間 
の Bluet 日日 th 接続中は 0 情）び、接続び成功すると 0 ( 青）び点滅します。 


FOMA 端末にパソコンを登録する 


初めて Blueto 日 th 接続する場合は、 FOMA 端末にパソコンを登録する必要びあります。 

•パソコンを登録するには、 Bluet 日日か!パスキーの入力び必要です。あらかじめ、半角英数字4〜1目巧で Bluetooth 
ノ くスキーを決めておいてください。 

1 FOMA 端末で iMENUlf^l II 5 I 

ダイヤルアップ登録待受中になります。 

-己分経過してを接続びない場合は、自動的に中止されます。 

2 パソコンで FOMA 端末の検索と機器登録をする 

• FOMA 端末びダイヤルアップ登録待受中に行います。 

-パソコンの取扱説明書によっては、「検索」の代わりに「探索」または「サーチ」、また「機器登録」の 
代わりに「ペアリング」と表記されている場合びあります。 

3 FOMA 端末に接続確認画面び表示された5「はしりを選択 
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A FOMAS 請末で Bluetooth ノスキーを入力して面[確赶 

• FOMA 端末とパソコンで同じ Bluetooth パスキーを入力します。 

Bluetooth パスキー 
3Luetooth パスキー (4 〜 16 
お)を 入 力してください 

本本本本 I 


FOMA 端末にパソコンび機器登録され、登録び完了するとダイヤルアップ登録待受中に戻り、接続待機 
状態になります。 

5 パソコンで接続の操作をする 

お知らせ- 

•ダイヤルアップ登録待受中は、ヘッドセットサービス、八ンズフ U —サービス、オーディオサービスの接続待機はでさ 
ません。 

-パソコンに FOMA 端ホを登録する場合、パソコンび複数の機器を検索したとさは、機器名称で FOMA 端末を判別して 
ください。パソコンび同一名称の機器を複数検索したときは、機器アドレスで判別してください。 


登録済みのパソコンと接続する 


FOMA 端末に登録済みのパソコンと Bluet 日日 th 接続する場合は、 FOMA 端末を接続待機状態にします。 


2 


FOMA 端末で |menu| I 6 11 X 11 4 I 一 I 1 I 
「ダイヤルアップ （ DUN )」 を選択一面[待機開始] 

ダイヤルアップ接続待機状態になり、待受画面に戻ります。 


接続待機開始 
□ハンスフ リー川 FP ) 
□へッドセット （ HSP ) 
□オーディオ ( A 2 DP ) 


3 パソコンで接続の操作をする 


モデムの確認をする 


• FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場合、設定および通信はでさません。パソコンでご使用にな 
るモデムのモデム名や、ダイヤルアップ接続用に設定された COM ポート番号を確認します。 

〈例〉 Windows Vista で確認するとき 

I ® (スタート）一「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一「デ 
I バイスマネージャ」を順にクリック 
■ Windows XP のとき 

① r スタート」一「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」一「システム」を順 
にク U ック 

③ r システムのプ□パティ」画面の「八ードウエア」タブをクリックー「デバイスマネージヤ」をク 
IJ ック 


■ Windows 2000のとき 

① r スタート」をクリックー「設定」から「コント□-ルパネル」をクリックー「システム」アイコ 
ンをダブルクリック 

② r システムのプ□パティ」画面の「八ードウエア」タブをクリックー「デバイスマネージヤ」をク 
IJ ック 
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各デバイスの種類をダブルク IJ ック^モデム名またはじ01\/1ポート番号を確認 

• 「モデム」、「ポート （ COM と LPT )」 の下にモデム名または COM ポート番号び表示されます。 


FOMA 端末で ImenuI I 6 11 11 2 I 

登録機器リストか5接続待機中のパソコンを選択一 E 

「ダイヤルアップ （DUN)」 を選択一面[停山 

ダイヤルアツプ通信サービスび停止します。 


ドコモコネクションマネージャを利用する 

ドコモコネクションマネージャは、定額データ通信および従量データ通信を行うのに便利なソフ 
トウエアです 。 mopera U へのお申し込みや、お客様のご契約状況に応じたパソコンの設定を簡 
単に行ラことびできます。 

また、料金カウンタ機能でデータ通信量や利用金額の目まを確認することもできます。 

ここでは、ドコモコネクションマネージヤのインス!ルまでを説明します。 



初期設定では表示されません。 

詳しくはドコモコネクションマネージャの 
ヘルプをご覧ください。 


料金カウンタ 


接続/切断ボタン 


• FOMA 端末を使ってインターネットに接続するには、サービスおよびデータ通信に対応したインターネットサー 
ビスプ□バイダ （mopera U など）のご契約び必要です。 

詳しくは、ドコモのホームページをご覧ください。 

お知らせ- 

■従 量 制データ通信 （ i モードパケット定額サービスなど含む）のご利用について 

•パケット通信を利用して、画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ー ド（例：アプ U ケーシヨン、音楽、動 
画、 0 S またはウイルス対策ソフトのアップデート）など、データ量の多い通信を行った場合には通信料び高額になり 
ますのでごを意ください。 

なお、本 FOMA 端ホをパソコンなどに US 目ケーブルで接続してデータ通信を行う場合は、 FOMA のパケット定額サー 
ビスのパケ- ホーダイ、パケ-ホーダイフル、目 iz • ホーダイの定額対象外通信となりますのでごを意<ださし、。 

■定額データプランのご利用について 

-定額データプランを利用するには、定額データ通信に対応した料金プランのインターネットサービスプ□バイダにご契 
約いただく必要びあります。詳しくは、ドコモのホームページをご覽くださし、。 

■ mopera のご利用について 

• mopera の接続設定方法については、 mopera のホームページをご覧ください。 
http://www.mopera.net/mopera/suppo け/ index.html 


タイヤルアツプ通信サービスを停止する 


2 


12 3 


13 





























ンマネージャをインストールする前に 


■ Windows XP、Windows 2000のとき 

「スタート」をクリックー「ずべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場合は「プ□グラム」）を選択 
— 「Internet Explorer」 をクリック 

r ツール」一「インターネットオプション」を順にクリック 
「接続」タブをクリック^「ダイヤルしない」を選択 



ドコモコネクションマネージャをインストールする前に次の事項を確認し、必要に応じてソフトの設定変更や 
アンインストールを行ってください。 

♦ FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ケースレ02 (別売）または FOMA USB 接続ケースレ（別売）を 
用意してください （ Bluet 日日 th 接続の場合は、 USB ケーブルは必要ありません)。 

♦サービスおよびインターネットサービスプ□バイダの契約内容を確認してください。 

• ドコモコネクションマネージャじ(外の接続ソフトびインス!-ールされている場合は、必要に応じて自動的に 
起動しないように設定を変更してください。一 P 1 己「ドコモコネクションマネージャじ(外の接続ソフトのご 
利用について」 


[Internet Explorer の設定を変更する | 

• ドコモコネクションマネージャをインストールする前に、あらかじめ Internet Explorer ® 「インターネット 
オプション」で、接続の設定を「ダイヤルしない」に設定してください。 

〈例〉 Windows Vista で変更するとき 

1 ©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer 」 を順にク 
リック 


4 「0 K 」 をクリック 


2 3 
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[ド コモコネクションマネージャ m 外の接続ソフトのご利用について 


ドコモコネクションマネージャには次のソフトと同じ機能び搭載されておりますので、同時にご利用いただく 
必要はありません。必要に応じて、起動しない設定への変更やアンインストールを行ってください。 

• mopera U かんたんスタート 
• U かんたん接続設定ソフト 

• FOMA PC 設定ソフト 

• FOMA バイトカウンタ 

また、ドコモコネクションマネージャで Mzone (公衆無線 LAN 接続）を利用する場合は、次の公衆無線 LAN 接 
続ソフトはアンインストールを行ってください。なお、同時にインストールした場合、ドコモコネクションマ 
ネージャでの Mz 日 ne 接続はご利用いただけません。 

• U 公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 

• ドコモ公衆無線 LAN ユーティリティソフト 
• ドコモ公衆無線 LAN ユーティ U ティプ□グラム 


ドコモコネクション7ネージャをインス I -ールする 


• FOMA 通信設定ファイルのインストール完了時に、ドコモコネクションマネージャをインストールするため 
の画面び表示された場合は、 roK 」 をクリックして操作4から始めます。 

•既に FOMA 通信設定ファイルびインス I -ールされている場合、または Blueto 日 th 接続のみでデータ通信を行う 
場合は、操作]から始めます。 

〈例〉 Windows Vista にインスIルずるとき 

1 CD - R 日 M をパソコンにセット 

2 「インターネット接続」をクリック 
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O 「本 CD - R 日 M か 5 の FOMA データ通信の設定方法」の操作⑤にある「インス 
トール」をクリック 

• セキュ U テイの警告画面び表示された場合は、「実行」をクリックします。 



• Windows XP で MSXML 目 ’Wireless LAN API のインス I -- ルの確認画面び表示された場合は 「 Install 」 
をク U ックし、 MSXML 6 - Wireless LAN API をインストールします。 MSXML 6 - Wireless LAN API 
のインストール完了後、 Windows を再起動すると、自動的にドコモコネクションマネージャのインス 
トールび始まります。 

4 「次へ」をクリック 



5 ま意事項を確認して「次へ」をクリック 



16 






































ソフトウェア使用許諾契約の内容を確認して、契約内容に同意する場合は「使用 
許諾契約の条項に同意します」を選択し、「次へ」をクリック 



インストール巧のフオルダを確認して「次へ」をクリック 

• インス!-ール先を変更する場合は「変更」をクリックし、任意のインス!-ール先を指定してください。 



r インス!ル」をクリック 

インス!-ールび始まります。 
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O rins ね IlShield ウイザードを完了しました」画面び表示された5「完了」をク 
U ック 

ドコモコネクションマネージャのインス I -ールび完了します。 



お知らせ- 

-インス I -ールには数分かかる場合びあります。 

- Windows を再起動する旨のメッセージび表示された場合は、画面の指示に従い再起動して<ださい。 
-データ通信中にインス I -ールを行わないでくださし、。 


ドコモコネクションマネージャを起動する 


•操作する前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 


〈例〉 Windows Vista で設定ずるとき 

I ® (スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「NTT DOCOMO 」 一「ドコモコ 
I ネクションマネージャ」一「ドコモコネクションマネージャ」を順にクリック 

■ Windows XP、Windows 2000のとき 

「スタート」をクリックー r ずべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場合は「プ□グラム」）一 「NTT 
DOCOMO」 一「ドコモコネクションマネージャ」を順に選択して一「ドコモコネクションマネー 
ジャ」をクリック 

ドコモコネクションマネージャび起動します。 

初回起動時には、自動的に設定ウイヴードび表示されます。 



• 設定ウィヴードに従い、インターネットに接続してデータ通信を行ラための設定を行います。 
設定後にドコモコネクションマネージャを利用して、通信を実行することびでさます。 
詳しくは、『ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル』をご覽ください。 
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お知らせ- 

-インターネットブラウヴやメールソフトを終了しただけでは、通信は切断されません。通信をご利用にならない場合は、 
必ずドコモコネクションマネージャの「切断する」ボタンで通信を切断してください。 

- 0 S アップデートなどにおいて自動更新を設定していると自動的にソフトウェアび更新され、パケット通信料び高額と 
なる場合びございますのでごま意<ださい。 



ドコモコネクションマネージャ 


接続/切断ボタン 


ドコモコネクションマネージヤを利用しない通信を設定ずる 


ドコモコネクションマネージャを利用しないで、ダイヤルアップ接続の設定を行ラ方法について 
説明します。 

•パケット通信で m 日 pera U など H に H-SPEED 対応のアクセスポイントを利用する場合は、ドコモコネクショ 
ンマネージャを利用して設定してください。 


ダイヤルアップネットワークの設定の流れ 


• データ通信の準備の流れ^ド己 

•操作する前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 


接続先 （ APN ) を設定ずる^一 P 20 

接続先び mopera U または mopera の場合、設定は不要です。 


発信者番号の通知/非通知を設定ずる^^ド21 

-必要に応じて設定してください。 


ダイヤルアップネットワークの設定をずる 

• Windows Vis ねで設定する場合一 P 22 

• Windows XP で設定する場合一 P 24 

• Windows 2000で設定する場合一 P 2 目 


《パケット通信の場合に設定します。 

設定するには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトび必要です。 

ここでは Wind 日 WS 2000 、 Wind 日 ws XP に添付されている「八イパーターミナル」を使った設定方法を説 
明します。 Windows Vista は「八イパーターミナル」に対応していません。 Windows Vista の場合は、 
Windows Vista 対応のソフトを使って設定してください（ご使用になるソフトの設定方法に従ってくださ 
い）。 
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接続巧 （APN) を設定する 


r 接続巧 （APN) と登録番号 (cid) 


パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 ( cid )]〜 10に設定でさます。お買い上げ時、 cid の 
1には mopera に接続するための八ド1\1「171〇口6「3.口6」’口」び、3にはの〇が巧 U に接続するための APNrmopera . net 」 
び登録されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cicl 2 または4〜10に APN を登録します。 
•接続先 ( APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

• USB ケーブル接続と Bluetooth 接続は、それぞれ個別に接続先 ( APN ) を設定する必要びあります。 
•パケット通信時に USB ケーブル接続と Bluet 日日か!接続を切り替える場合は、再度接続先 ( APN ) を設定する必要 
びあります。 

•接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録として考えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末の電話帳 
と比較すると、次のよラになります。 


接続先の設定項目 

FOMA 端末の電話帳の登録項目 

登録番号 ( cid ) 

登録番号（メモ U 番号） 

APN 

相手の電話番号 


•登録した C i d はダイヤルアツプ接続設定での接続番号となります。 


[接続巧 （APN) を設定する 


〈例〉 Windows XP で設定するとき 

I 「スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場 S ホ 
「プ〇グラム」）^「アクセサリ」^「通信」を順に選択して「八イパーターミナ 
ル」をクリック 


2 


「名前」に接続巧名など任意の名前を入力^ roKj をクリック 


ち每巧しぃ巧続 


るおを入力し、アイ]ンを进んでください： 
をお(が： 


アイ]ンの： 


壽:嗎每圈 I 巧細 


y I サン tj レ 


-「名前」に次の記号（半角文字）は使用でさません。 

¥/:求？く> 1" 


3 「電話番号」に実在しない電話番号（「0」など）を入力一 r 接続方法」を選択^ 
W roKj をクリック 



• 「市外局番」はパソコンの環境により異なります。 
接続先 ( APN ) の設定とは関係ありませんので、 
梦ずイです 

-「接続方法」は次のよラに設定します。 

USB ケーブル接続の場合 ： 「FOMA F 03 BJ を選 
択 

巨 luet 日日 th 接続の場合：「ご使用の Bluet 日日 th リ 
ンク経由標準モデム」または 「 Bluetooth 機器 
メーカび提供している目 luetooth モデム」を選 
択 
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A rOKJ と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック- 
M ターミナルの終了」をクリック 


I■ノバパ- 


切断の確認で「はい」をクリック^保存の確認で「いいえ」をクリック 


発信者番号の通知/非通知を設定する 


パケット通信時の発信者番号の通知/非通知を一括して設定します。 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にご注意<ださい。 

♦ mopera U または mopera を利用する場合、「非通知」に設定すると接続できません。 

〈例 〉 Windows XP で設定するとき 


2 


r 接続巧 （APN) の設定」の操作！〜4を実行 

発信者番号の通知/非通知を 「AT*DGPW=Cn>」 のお式で入力一回 


<n> 

0 

1 

2 


〇〜2 

そのまま接続（お買い上げ時） 
] 84を付けて接続（非通知） 

] 8目を付けて接続（通知） 


ファイルの漏集©ま示 M 巧信に） 
D ぷ 赛ぉ己西窗 


コマンドを入力してち画面に表示されない場合 
は、 ATE ] と入力し、回を押します。 


flT-DGPIR=0 


〇 「0K」 と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック^「八イパー 
ターミナルの終了」をクリック 

A 切断の確認で「はしりをクリック^保巧の確認で「いいえ」をクリック 


「接続」画面で「キャンセル」をクリック 


接続巧 （APN) を 「AT+CGDC 日 NT= く cid> ，"く PDP_TYPE>"，" く APN>"」 
のお式で入力一回 


<cid> 

く PDP_TYPE> 
<APN> 


ファイル(り漏氣 £) ま示(边巧情 0) おをの W け化) 
□な 還己巧画 


AT+CGDC0NT=2 ， "PPP" ， "A 队 


2または4〜] 0の範囲で任意の番号 
IP または PPP 
接続先 ( APN ) 

• + CGDC 日 NT コマンドー P 39「 AT コマンドの補 
足説明」 

• コマンドを入力してを画面に表示されない場合 
は、 ATE ] と入力し、回を押します。 


4 5 
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©(スタート） ^ r 接続巧」を順にクリック 
r 接続またはネットワークをセットアップします」をクリック 
r ダイヤルアップ接続をセットアップします」を選択して「次へ」をクリック 



■ 「どのモデムを使いますか？」画面び表示されたとき 
USB ケーブル接続の場合： 「FOMA F03B」 をクリック 

Bluetooth 接続の場合：「ご使用の Bluetooth リンク経由標準モデム」または 「Bluetooth 機器メー 
力び提供している Bluetooth モデム」をクリック 


ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 


ダイヤルアップネットワークの設定でを、接続先の番号に]8目（通知）/184 (非通知）を付けられます。 

♦ * DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で設定を行った場合の発信者番号の通知/非 
通知は次のとおりです。 


*DGP 旧コマンド 
ダイヤルアップネット^による設定 
ワークの設定（く cid >=3 の場合） 

設定なし 

非通知 

通知 

ネ99 * * 3# 

通知 

非通知 

通知 

] 84が9 * * 3# 

非通知 

] 86 99ネネネ3# 

通知 


ダイヤルアップネットワークを設定する 


FWindows Vista で設定ずる 


12 3 
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r ダイヤルアップの電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 
「*99* * * く cid> が）を半角で入力一「ユーザー名」を入力一「パスワード」 
を入力一 r 接続名」を入力して「接続」をクリック 

<cid> : P 20 「接続先 ( APN ) を設定する」で登録した cid 番号 

• mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
よラに入力します。 


• 接続先び mopera U または m 日 pera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でをかまいません。 
-「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:ネ？ く> I 


接続中の画面で「スキップ」をクリック 

• ここではすぐに接続せずに、設定だけを行います。 

r インターネット接続テストに失敗しました」画面で r 接続をセットアップしま 
す」をク U ック 

「閉じる」をクリック 

©(スタート）^ r 接続巧」を順にクリック 

作成した接続巧をちクリックして「プ□パティ」をクリック 


• パソコンに複数のモデムび接続されているとさ 
は、次のよラに設定します。 

US 巨ケーブル接続の場合：「接続の方法」で「モ 
デム - FOMA F 03 B 」 のみを選択します。 

Bluet 日 oth 接続の場合：「接続の方法」で「モデ 
ム-(ご使用の巨 luet 日日 th リンク経由標準モデ 
ム)」または「モデム-旧 luetooth 機器メーカ 
び提供している Bluetooth モデム）」を選択し 
ます。 

-選択したモデムじ(外は非選択 (□) にして<だ 
さい。 

• 「接続の方法」に表示されたモデムに割り当てら 
れる COM ポート番号は、お使いのパソコンの環 
境により異なります。 

-「ダイヤル情報を使う」を非選択（日）にします。 


「全般」タブの各項目の設定を確認 



接続先 

パヶット通信 

巨 4K データ通信 

mopera U 

ネ 99 ネネが# 

が 70] 

mopera 

ネ 99 * * ] # 

*960] 


@吟タイサルアップ巧巧を它ジトアップします 

インターネットサービスプ□バイダ (ISP) のを入力します 
タイサルアップのぉ£拆 (D): 巧9け* 3* 

ユーヴーる (U): 


口 SP から付ちされたユーヴーる] 


USP から付ちされた;なワード] 
巴/なヮードのタタを巧示する 【S) 
因 この!なつー ドを記巧する (R) 


6因化の人がこな媒括を巧うことを許可する (A) 

このオプションによつて、このコンピユータにアク t スがちるすぺての人がこの接括を巧无 
るよラになります • 
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11 「ネットワーク」タブをクリックー各項目を画面例のように設定 

• 「インターネットプ□トコルバージョン目 ( TCP / 
IPv 目)」を非選択 (□) にします。 

•プ□バイダなどから I P および D N S 情報の設定び 
指示されている場合は、「インターネットプ□卜 
コルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択し「プロ 
パティ」をク U ックして、各種情報を設定してく 
ださい。 

• プ□バイダなどから 「 QoS パケットスケジューラ」 
および、その他の項目についての指示びある場合 
は、必要に応じて選択/非選択を設定して<ださ 
し、。 



12 「オプション」タブをクリックー 「PPP 設定」をクリック 
13 すべての項目を非選択（日）にして roKj をクリック 



14 「0K」 をク U ック 

通信を実行する^ド30 


[Windows XP で設定する 


1 「スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」 

を順に選択して r 新しし、接続ウイザード」をクリック 

2 「新しい接続ウイザードの開始」画面で「次へ」をクリック 

3 「インターネットに接続する」を選択して「次へ」をクリック 

4 r 接続を手動でセットアップする」を選択して「次へ」をクリック 

5 「ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択して「次へ」をクリック 

■ 「デバイスの選択」画面び表示されたとを 

USB ケーブル接続の場合： r モデム- FOMA F03B」 を選択して「次へ」をクリック 
Bluetooth 接続の場合：「モデム-に使用の Bluetooth リンク経由標準モデム）」または「モデム- 
(Bluetooth 機器メーカび提供している团 uetooth モデム)」を選択して「次へ」をクリック 
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6 nsp 名」に任意の接続名を入力^「次へ」をクリック 

- nsp 名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:求？く> 1" 


7 「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は「 * 99 * * * く cid > 
# J ) を半角で入力一「次へ」をクリック 

< cid > : P 20 「接続先 ( APN ) を設定する」で登録した cid 番号 

• mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
よラに入力します。 


r ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一「パスワードの確認入力」を入 
カー各項目を画面例のようにすベて選択して「次へ」をクリック 

• 接続先び mopera U または mopera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」 
は空欄でをかまいません。 


9 r 新しい接続ウィザードの完了」画面で「完了」をクリック 

10 「スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」 
W を順に選択して r ネットワーク接続」をクリック 

11 作成した接続巧アイコンを選択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
クリック 


巧し〇巧ちウイサード 



接続先 

パヶッ ト 通信 

巨 4 K データ通信 

mopera U 

ネ 99 ネネネ 3# 

❖ 8701 

mopera 

ネ 99 ネネネ]# 

❖ 9601 


巧しい巧沒ウイザード 



巧しい巧援ウイサード 
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12 「全般」タブの各項目の設定を確認 



• パソコンに複数のモデムび接続されているとさ 
は、次のよラに設定します。 

USB ケーブル接続の場合：「接続方法」で「モデ 
ム - F 0 MAF 03 B 」 のみを選択します。 

Bluet 日 oth 接続の場合：「接続方法」で「モデム- 
(ご使用の Bluetooth リンク経由標準モデム）」 
または「モデム-旧 luet 日日 th 機器メーカび提供 
している Bluetooth モデム)」を選択します。 

-選択したモデムしソ外は非選択 (□) にしてくだ 
さい。 

• 「接続方法」に表示されたモデムに割り当てられる 
COM ポート番号は、お使いのパソコンの環境によ 
り異なります。 

-「ダイヤル情報を使う」を非選択 （□) にします。 


13 「ネットワーク」タブをクリックー各項目を画面例のように設定一「設定」をク 
U ック 



• 「この接続は次の項目を使用します」の 「 Q 日 S パ 
ケットスケジューラ」は設定を変更でさませんの 
で、そのままにして<ださい。 

• プ□バイダなどから I P および DN S 情報の設定び 
指示されている場合は、「インターネットプ□卜 
コル （ TCP / IP ) 」を選択し「プ□パティ」をク 
リックして、各種情報を設定してください。 


] A すべての項目を非選択 （□) にして roKj をクリック 



15 「0 K」 をクリック 

^ 通信を実行する^ド30 


r Windows 2000で設定する 

I 「スタート」をクリック^「プログラム」^「アクセサリ」^「通信」を順に選 
択して「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリック 
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r 新しい接続の作成」アイコンをダブルクリック 


乃イルの福集の表示な）わ尉こ入り(がツ-ルの詳を B 設定咱）ヘルプ(が 


なおまこ：: J フォルタ王：ロー - X : 


翅， 


7ドレス⑩ f 逆ネゥトワ-クとタイヤルアウブ巧爲 




□ 


鷄ワ-ウと巧がルア。ブ 


国黄 ■ 

— 卜觀リァ 


巧しいなちの巧ぶ 

齡臨の織てか S さ啟 

からほかのコンピュータやネジトワークヘア 
ウ t スできるようじねります。 

■ r 所在地情報」画面び表示されたとさ 

① r 市外局番/エリアコード」に市外局番を入力一 roKj をクリック 

② r 電話とモデムのオプション」画面で 「0 K 」 をクリック 

「ネットワークの接続ウィザードの開始」画面で「次へ」をクリック 

r インターネットにダイヤルアップ接続する」を選択して「次へ」をクリック 

r インターネット接続を手動で設定するか、または□一カルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続します」を選択して「次へ」をクリック 

r 電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を選択して「次へ」 
をク U ック 

■ 「モデムの選択」画面び表示されたとさ 

USB ケーブル接続の場合 ： [FOMA F 03 BJ を選択して「次へ」をクリック 
Bluetooth 接続の場合：「に使用の Bluetooth リンク経由標準モデム）」または「 （ Bluetooth 機器 
メーカび提供している Bluetooth モデム)」を選択して「次へ」をクリック 

「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 「*99***< cid > 
#」）を半角で入力^「詳細設定」をクリック 

< cid > : P 20 「接続先 ( APN ) を設定する」で登録した cid 番号 

mopera U または mopera へ接続する場合は次の 


1：インターネクトアカクントの巧浸巧巧 


ち 


よラに入力します。 


BP への巧鋪こほう巧話をちを入力し T： くだな、 


巿ホ局せ(が tS 毎巧の： 

た -ド99林*3# 

国/’地域を需与’.I苗 

「日本脚） 二] 

厂離!113す母醒 USE 

を imaiie ツルてげさい。 


接続先 

パヶット通信 

64 K データ通信 

mopera U 

ネ99ネネネ3# 

❖ 8701 

mopera 

ネ99ネネネ]# 

❖ 9601 


怖外局きとダイヤル情報を使う」を非選択 （ I ) 
にします。 


2 


3 4 5 6 
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r 接続」タブの各項目を画面例のように設定 

拽镜 I アドレス I 

p 巧情の巧類-1 

な iPPP (Point to Poi がブ日卜〕ル》を ) j 
口！ ■ CP 化張を無細こする© 

广 SL 护 (Serial Line Internet ブ□トコル)色） 

广 C-SLIP (Compressed Serial Line Internet プ□トコル)が 

-□ ジオンの手続き-1 

巧 ねし ( U 〉 

广キかで□ヴオン(凹） 

广□ジオンスウリプ NJD 读邸 U ): 

スウりブトの ：I を照电 ).— 1 


] キサン忆Iレ 


「アドレス」タブをクリック^各項目を設定 



巧搞アドレスI 


「IP アドレス- 

ロイソトネットサ-むブ山てイダによる自巧割り当てが 

广巧じほ巧する試定地)： 

IP アドレスの： I 


pBP による DNS (ドゴィシネームサー防アドレスの自解の当て- 

口 EP じよる DNS (ドメイシネームサーピス）アドレスの自助割り当て(の 
广巧にほ巧する設を(の： 

ブライマリ DNS サ-;、-⑩： I 

gl| の DNS サ—パ—独： I 


• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、各種情報を設定してくだ 
さい。 

• 接続先び mopera U または mopera の場合は、設 
定を変更しなくてをかまいません。 


roKj をクリック^「次へ」をクリック 

r ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一「次へ」をクリック 

• 接続先び m 日 pera U または mopera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でをかまいません。 
「次へ」をクリックし、入力されていないことを確 
認する画面び表示されたら、「はい」をク U ックし 
ます。 



ステタブ2:インター本クト7力0シトの口。オン宿往 





28 









































12 「接続名」に任意の接続名を入力^「次へ」をクリック 



-「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。 


13 「インターネットメールアカウントのセットアップ」の画面で「いいえ」を選択 
して「次へ」をクリック 

] A 「完了」をクリック 

15 作成した接続巧アイコンを選択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
クリック 



16 「全般」タブの各項目の設定を確認 



• パソコンに複数のモデムび接続されているとさは、 
次のように設定します。 

USB ケーブル接続の場合：「接続の方法」で「モ 
デム - FOMA F 03 B 」 のみを選択します。 

Bluet 日日 th 接続の場合：「接続の方法」で「モデ 
ム-(ご使用の Bluetooth リンク経由標準モデ 
ム)」または「モデム- ( Bluet 日日 th 機器メーカ 
び提供している目 luetooth モデム）」を選択し 
ます。 

-選択したモデムじ(外は非選択 (□) にしてくださ 
しん 

• 「接続の方法」に表示されたモデムに割り当てられ 
る COM ポート番号は、お使いのパソコンの環境に 
より異なります。 

-モデムを変更した場合は、「電話番号」のを項目び 
初期化されますので、をラー度接続先電話番号を 
入力して < ださい。 

-「ダイヤル情報を使う」を非選択 （ I ) にします。 
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17 「ネットワーク」タブをクリックー各項目を画面例のように設定一「設定」をク 
リック 


阮 MA のブロバティ 




]3 すべての項目を非選択（广）にして roKj をクリック 


10 「0 K 」 をク U ック 

通信を実行する^ド30 


ダイヤルアツプ接続で通信を実行する 


通信の実行や切断について説明します。 

〈例 〉 Windows Vista のとき 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

USB ケーブル接続の場合一 P 目 
Bluet 日 oth 接続の場合- ► PI 2 

9 ©(スタート）^「接続制を順にクリック続巧を選択して r 接続」をク 
U ック 

■ Windows XP のとき 

「スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して r ネッ 
トワーク接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリック 

■ Windows 2000のとき 

「スタート」をクリックー「プ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「ネットワーク 
とダイヤルアツプ接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリック 
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r ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一「ダイヤル」をクリック 


3 



• m 叩 era U または m 日 pera を利用する場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でをかまいません。 
• 設定中に「ユーヴー名」の入力や「パスワード」 
の保ををした場合、入力は不要です。 

• 接続完了画面び表示された場合は 「0 K 」 をクリツ 
クして < ださい。 


お知らせ- 

• FOMA 端ホには、パケット通信を実行すると発信中画面び、日 4 K データ通信を実行すると呼出中画面び表示され、接 
続すると次の画面び表示されます。 



-パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合びあります。 
-接続アイコン作成時の FOMA 端ホを接続した場合のみ、通信び行えます。 


[通信を切断する 


パソコンのブラウヴを終了しただけでは切断されない場合びあります。確実に切断するには、次の操作を行って 
<ださい。 


〈例〉 Windows Vista のとき 

I タスクトレイの@をちクリック^「切断」を選択して切断する接続巧をクリッ 

■ ク 

■ Windows XP、Windows 2000のとき 

タスクトレイのダイヤルアップアイコンをクリックー「切断」をクリック 
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AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を設定するためのコマンド（命令）です 。 FOMA 
端末は AT コマンドに準拠し、さ5に拡張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポートしてい 
ます。 


[ AT コマンドの入力お式 


AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず 「 AT 」 を付けて、半角英数きで入力してください。 


〈例> ATD コマンドで mopera U に接続するとき 

ATD *99* 求 *3# 回 

I U 夕ーンマーク； Enter キーを巧します。コマンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 


AT コマンドは、コマンドに続くパラメータを含めて、必ず]行で入力します。 ] 行とは最初の文字から回を押 
した直前までの文字のことで、 「 AT 」 を含む最大2己目文字入力でさます。 


[ AT コマンドの入カモード 


AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、パソコンをター三ナルモードにしてください。ター三ナルモード 
とは、パソコンを]台の通信端末のよラに動作させるモードです。ター三ナルモードにすると、キーボードから 
入力された文字びそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作でさます。 

•オフラインモード 

FOMA 端末び待受の状態です。通常 AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、この状態で操作します。 
•オンラインデータモード 

FOMA 端末び通信中の状態です。この状態のとさに AT コマンドを入力すると、送られてさた文字をそのまま 
通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作させる場合びありますので、通信中は AT コマンドを入力しない 
で < ださい。 

•オンラインコマンドモード 

FOMA 端末び通信中の状態でち、 AT コマンドで FOMA 端末を操作でさる状態です。その場合、通信先との接 
続を維持したまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 

■ オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り督えるとき 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えるには、次の方法びありま 
す。 

• +++コマンドまたは S 2 レジスタに設定したコードを入力します。 

•「 AT & D ]」 に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 信号を OFF にします。 

《 USB や Bluet 日日 th インタフエースにより、 RS -232 C の信号線びエミュレートされていますので、通信 
アプ U ケーシヨンによる RS -232 C の信号線制御び有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替えるには、 「 ATO 回」と入力します。 


お知らせ- 

-外部機器から発信- AT コマンド発信を行った場合、 2 in ] びデュアルモードまたは A モード時は A ナンバー、目モード 
時は目ナンバーで発信します。 
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AT コマンドー覧 


• FOMA F 03 B (モデム）で使用できる AT コマンドです。 

•パソコンや通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力してを「\」と表示される場合びあります。 

• FOMA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値び記録されないことびあります。 


上段：〕マンド下段：実行例 

説明 

A / 

直前に実巧したコマンドを再実巧します。 

直前の応答が 「 ERROR 」 の場合は 「 ERROR 」 を返します。 

A / 

0 K 

AT 

A 人+++じ(かのコマンドの先頭に付けて、本一覧のコマンドを使用します。本コマンドのみで 
使用すると、 FOMA 端未が AT 〕 マンドを使用できる状態のときに rOK 」 を返します。 

AT 回 

OK 

ATA 

パケット着信および 64 K データ通信の着信時に入力すると、着信処理を巧います。 

パケット着信中には次のコマンドが入力できます。 

AT A 184 :発信者番号通がなし着信動作 AT A 186 :発信者番号通があり着信動作 

RING 

ATA 回 

CONNECT 

ATD 

ATD *99* * * く cid ># :パケット通信の発信処理を巧います。 

く cid > または* * * く cid > を省略ずると < cid >=1 になりまず。 

ATD [パラメータ][電話番号]: 64 K データ通信の発信処理を巧います。 

電話番号に次の文字!:かを入力ずると発信できません。 

〇〜9、 * 、恥 A 、 a 、 目、 b 、 C、C 

また、次の文字と空白は入力できますが、ダイヤル時には認識されません。 

.、し-、@、 D 、 ん P 、 P 、 T 、 t 、 W、W 

ATD の後に186または184を挿入し、発信者番号の通が/非通巧を指定できます。 

ATDN または ATDL でリダイヤル発信ができます。 

ATD ネ 99 ネネネ 1# 回 
CONNECT 460800 

ATE < n > 

パソコンから送信されたコマンドに対して、 FOMA 端末がエコーを返すかを設定します。 
n =0 :エコーバックなし n =1 :エコーパックあり（お買い上げ時） 

通常は n =1 で使用します。パソコンにエコー機能がある場合、 n = 日に設定すると文字が二重に 
表示されなくなります。 

ATE 1 回 

OK 

ATH 

通信中に入力すると、回線を切断します。 

オンフインコマンドモードで実わしてください。 一 P 32 

ATH 回 

NO CARRIER 

ATI < n > 

確認コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 n =1 : FOMA 端末の機種をを表 w 

n =2 : FOMA 端未のバージョンを表示 n =3 : ACMP 信号の要素を表示 

n =4 : FOMA 端末で通信可能な機能の詳細を数値で表示 

ATIO 回 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモードか6オンラインデータモードに戻します。 

ATO 回 

CONNECT 460800 

ATQ < n > 

リザルトコードを表示するかを設定します。 
n =0 :表 W (お買い上げ時） n =1 :表 W しない 

ATQ 1 を実行した場合は rOK 」 を返しません。 

ATQO 回 

OK 

ATS 0= く n > 

FOMA 端末が自動着信するまでの呼化回数を設定します。 

n =0 :自動着信なし（お買い上げ時） n =1 〜25己：指定したリング数で自動着信 

ATS 0? :現在の設定を表示 

ATS 0=0 巨] 

OK 

ATS 2=< n > 

エスケープキャラクタの設定を巧います。 

n =0~127 (お買い上げ時 n =43) n =1 27に設定するとエスケープは無効になります。 

ATS 2? :現在の設定を表示 

ATS 2=43 0 

OK 

ATS 3=< n > 

コマンド文字列の最後を認識する復帰 ( CR ) キャラクタの設定を巧います。エコーバックされ 
たコマンド文字列とリザルトコードの最後に付きます。 
n =13 個定値） 

ATS 3? :現在の設定を表示 

ATS 3=13 0 

OK 

ATS 仁 < n > 

改巧 ( LF ) キャラクタの設定を行います。英文字でリザルトコードを表示する場合、復帰 （ CR ) 
キャフクタの後に付きます。 
n =1 0個定値） 

ATS 4? :現在の設定を表示 

ATS 4=10 巨] 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

ATS 5=< n > 

バックスぺース（目 S ) キャラクタの設定を巧います。コマンド入力中にこのキャラクタをお出 
すると、乂カバ、ソファの最後のキャフクタを削除します。 
n =8 個定値） 

ATS 5? :現在の設定を表示 

ATS 5=8 巨] 

OK 

ATS 6=< n > 

ダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、動作しません。 
n =2 〜10 (お買い上げ時 n =5) 

ATS 6? :現在の設定を表示 

ATS 6=5 巨] 

OK 

ATS 8=< n > 

カンマダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、動作しません。 
n =0 〜25己（お買い上げ時 n =3) 

ATS 8? :現在の設定を表示 

ATS 8=3 0 

OK 

ATS 10=< n > 

自動切断の遅延時間 （1/1 日秒）を設定できますが、動作しません。 
n =1 〜25己（お買い上げ時 n =1) 

ATS 10?:現在の設定を表示 

ATS 10=1 巨] 

OK 

ATS 30=< n > 

64 K データ通信時、データの送受信がない場合に切断するまでの時間（分）を設定します。 
n = o 〜255 :(お買い上げ時 n =0、 n =0 は不活動タイマ OFF ) 

ATS 30? :現在の設定を表示 

ATS 30=0 巨] 

OK 

ATS 103= く n > 

64 K データ通信で、着サブアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。 
n =0 : * n =1 :/ (お買い上げ時） n =2 : ¥または\ 

ATS 103?:現在の設定を表示 

ATS 103=1 巨] 

OK 

ATS 104=< n > 

64 K データ通信で、発サブアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。 
n =0 : # n =1 :% (お買い上げ時） n =2 : & 

ATS 104?:現在の設定を表示 

ATS 104=1 0 

OK 

ATV < n > 

リザルトコードの表示方法を設定します。 

n =0 :数字表 W n =1 :英文字表 W (お買い上げ時） 

ATV 0 を実行した場合は、同じ巧に「0」を返します。 

ATV 1 回 

OK 

ATX < n > 《 1 

ビジートーン、ダイヤルトーンのお出を行うかと、接続時の 「 CONNECT 」 に速度を表示する 
かを設定します。 

ビジートーンお出：接続先が通話中のとき 「 BUSY 」 応答を送出 

ダイヤルトーンお出： FOMA 端未に接続されているかを判定 

n = C ) :ビジートーンお出なし、ダイヤルトーンお出なし、速度表示なし 

n =1 :ビジートーンお出なし、ダイヤルトーンお出なし、速度表示あり 

n =2 :ビジートーンお化なし、ダイヤルトーンお出!あり、速度表示あり 

n =3 :ビジートーンお化あり、ダイヤルトーン検出なし、速度表示あり 

n =4 :ビジートーンお出あり、ダイヤルトーンお出あり、速度表示あり（お買い上げ時） 

n =0 に設定すると、 AT & E および AT ¥ V コマンドが無効になりまず。 

ATX 4 回 

OK 

ATZ 糾 

現在の設定を記録された内容に戻します。 

通信中に実わずると、回線を切断 （「NO CARRIER 」 を表 w ) してか6民します。 

ATZ 回 

OK (オフライン時） 

AT%V 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

ATo/oV 回 

Verl.OO 

OK 

AT & C < n > 

DTE への回路 CD ( DCD ) 信号の動作を件を設定します。 

n =0 :常に ON n =1 :回線接続状態に従い変化（お買い上げ時） 

n =0 に設定すると、接続完了時の 「 CONNECT 」 を送出ずる直前に CD 信号を ON にします。回 
路が切断され、「 N 0 CARRIER 」 を送化する直前に CD 信号を OFF にします。 

AT & C 1 回 

OK 

AT & D < n > 

オンラインデータモード時、 DTE か6受け取る回路 ER ( DTR ) 信号が ON か 60 FF に変わった 

ときの動作を設定します。 

n =0 :状態を無視（常に ON とみなず） 

n =1 : ON から OFF に変わるとオンライン〕マンドモードに移巧 

n =2 : ON か 60 FR こ変わると回線を切断しオフラインモードに移巧（お買い上げ時） 

AT & D 2 回 

OK 

AT & E < n > 

接続時の速度表示を設定します。 
n =0 :無線区間通信速度を表 W 

n =1 :パソコンと FOMA 端末間の通信速度を表示（お買い上げ時） 

AT & E 1 回 

OK 

AT&F 

現在の設定をお買い上げ時の状態に戻します。 

通信中に実わすると、回線を切断 （「NO CARRIER 」 を表 w ) してか6戻します。 

AT&F 回 

OK (オフライン時） 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT & S く n > 

DTE へ出力するデータセットレディ （ DR ) 信号の制御を設定します。 
n =0 :常に ON (お買い上げ時） n =1 :接続時に ON 

AT & SO 回 

0 K 

AT&W 

現在の設定を FOMA 端末に記録します。 

AT & W 0 

0 K 

AT ホ DANTE 

FOMA 端末の受信レベルを r * DANTE : < n > J の形式で表示します。 
n =0 :圏外 n =1 : FOMA 端末のち信レベルのアン了ナが〇または1本 

n =2 : FOMA 端未の受信レベルのアンテナが2本 
n =3 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが3本 

AT * DANTE =? :表示可能な値のリストを表示 

AT * DANTE 回 
ホ DANTE :3 

OK 

AT * DGANSM = く n > 《2 

パケット着信呼に対する着信拒否/許巧を設定します。 
n =0 :着信拒否設定 OFF 、 着信許可設定 OFF (お買い上げ時） 
n =1 :着信拒否設定 ON n =2 :着信許可設定 ON 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示 AT * DGANSM =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGANSM =0 回 

OK 

AT ネ DGAPL =< n >[.< cid >] 
《2 

パケット着信呼に対して着信を許可する接続先 （ APN ) を設定します。 APN は + CGDCONT コ 
マンドで定義した < cid > を使用しまず。 

n =0 :着信許可リストに追加 n =1 :着信許可リストか6削除 

< cid > を + CGDC 0 NT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加/削除します。 

く cid > を省略した場合は、すべての < cid > をリストに追加/削除します。 

AT * DGAPL ? :現在の設定を表示 AT * DGAPL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGAPL =0,1 回 

OK 

AT 永 DGARL 二く n > [，く cid >] 
《2 

パケット着信呼に対して着信を拒否する接続先 （ APN ) を設定します。 APN は + CGDCONT コ 
マンドで定義した < cid > を使用します。 

n =0 :着信拒否リストに追加 n =1 :着信拒否リストから削除 

く cid > を + CGDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加/削除します。 

< cid > を省略した場合は、すべての < cid > をリストに追加/削除します。 

AT * DGARL ? :現在の設定を表示 AT * DGARL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGARL =0.1 回 

OK 

AT * DGPIR =< n > 《2 

パケット通信確立時の発信者番号通巧を設定します。発信時、着信時に有効です。 
n =0 : APN にそのまま接続（お買い上げ時） n =1 : APN に184を付けて接続 
n =2 : APN に186を付けて接続 

ダイヤルアップネットヮークでち通巧/非通巧を設定した場合^ド22 

AT * DG 円 R ? :現在の設定を表示 AT * DGPIR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGPIR =0 回 

OK 

AT ホ DRPW 

FOMA 端未が受信する電波の受信電力指標を表示しまず。 

AT * DRPW =? :表 W 可能な値のリストを表 W 

AT*DRPW 回 
ホ DRPW : 0 

OK 

AT+CAOC 

直前通話料金を表示します。 

AT+CAOC 回 
+CAOC : "000024" 

OK 

AT+CBC 

FOMA 端未の電池残量を r+CBC : < bcs >.< bcl > J の形式で表示します。 

bcs =0 :電池パックか6電源の供給あり bcs =1 :電池パックか6電源の供給なし 

bcs =2 :電油パックが取りかされている bcs =3 :電源供給エラー 

bcl =0 :電油残量なしまたは電地パックが取りタトされている bcl =1 〜100:電池残量あり 

AT + CBC =? :表示可能な値のリストを表示 

AT + C 巨 C 回 
+CBC : 0.100 

OK 

AT + CBST =< n >.1.0 

利用する回線を設定します（ベアラサービスの設定)。 

n =1 16 : 64 Kx - 夕通信（お買い上げ時） n =134 : 64 K 了レビ電話 

AT + CBST ? :現在の設定を表示 AT + CBST =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + C 巨 ST =116,1.0 回 

OK 

AT + CDIP =< n > 

着サブアドレスの通巧の有無を設定しまず。また、マルチナンパーの契約状ミ兄を確認できます。 
n =0 :サブアドレスを表 W しません。（お買い上げ時） n =1 :サブアドレスを表 W します。 

m =0 :マルチナンパー未契約 m =1 :マルチナンパー契約中 

AT + CDIP ? : 「+ CDIP :< n >.< m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CDIP =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CDIP =0 回 

OK 

AT+CEER 

直前の切断理由を表示します。 

切断理由一覧一 P 38 

AT+CEER 回 
+ CEER : 36 

OK 

AT+CGDCONT 《2 

パケット通信の接統先 ( APN ) を設定します。 - P 39 

一 P 39 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT+CGEQMIN 《2 

パケット通信確立時にネットワーク側か 6 通がされる QoS (サービス品質）を許容するかの判 
定基準を設定します。 - P 39 

一 P 39 

AT+CGEQREQ 《2 

パケット通信発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 一 P 4 日 

一 P 40 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを表示します。 

AT+CGMR 回 
1234567890123456 

OK 

AT + CGREG =< n > 

ネットワーク登録状態（圏内/圏か）を通巧するかを設定します。 
n =0 :通がなし（お買い上げ時） 

n =1 :圏内か6圏かまたは圏かか6圏巧へ移動時 「+CGREG : く s ね t >」 の形式で通が 
stat =0 :パケット圏クト stat =1 :パケット圏内 stat =4 :不明 

S ね t = 日：パケット圏内（国際□-ミング中） 

AT + CGREG ? : r+CGREG : く n > .く s ねり」の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CGREG =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CGREG =0 回 

OK 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示します。 

AT+CGSN 回 
123456789012345 

OK 

AT + CUP =< n > 

64 K データ通信着信時、相手の発信者番号をパソコンに表示するかを設定します。 
n =0: リザルトを表 W しない（お買い上げ時） n =1 :リザルトを表 W する 

m =0 :番号を通がしない NW 設定 
m =1 :番号を通がする NW 設定 m =2 :不明 

AT+CLIP? : r+CLIP : < n >.< m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CLIP =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CUP =0 回 

OK 

AT + CLIR =< n > 《2 

64 K データ通信発信時の発信者番号通巧を設定します。 
n =0 :サービスご契約の設定に従う n =1 :通がしない 

n =2 :通がする（お買い上げ時） 

m =0 : CUR は未起動（常時通が） m =1 : CUR は起動（常時非通が） 

m =2 :不日月 m =3 : CUR テンポラリーモード（非通がデフォルト） 

m =4 : CUR テンポラリーモード（通がデフォルト） 

AT+CLIR? : r+CLIR : < n >.< m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CLIR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CUR =2 回 

OK 

AT + CMEE =< n > 

FOMA 端末のエラーレポートの有無を設定します。 

n =0 :リザルトコードを使用せずに 「 ERROR 」 を表 w (お買い上げ時） 

n =1 :リザルトコードを使用し、数字で理由を表示 

n =2 :リザルトコードを使用し、英文字で理由を表示 

n =1 または n =2 に設定すると 、 「+CME ERROR : XXXX 」 の形式で理由を表示します （ xxxx に 
は、数字または英文字が表示されまず)。 一 P 38 「エラーレポートー覧」 

AT + CMEE ? :現在の設定を表示 AT + CMEE =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CMEE =0 巨] 

OK 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号を r+CNUM : ."< number >",< type > J の形式で表示しまず。 
number ：自局電話番号 （2 in 1 がデュアルモードまたは A モード時は A ナンパー、巨モード時は 
日ナンパーを表示） 

type =129 :国際アクセスコード+を含まない 
type =145 :国際アクセス〕ード+を含む 

AT+CNUM 回 

+CNUM :，"〇 90 XXXXXXXX ", 

129 

OK 

AT + COPS =< n >.2.< oper > 

《2 

接続する通信事業者の検索方法を設定します。 

n =0 :才ート（お買い上げ時） n =1 :マニュアル n =3 :マッピングしない 

n =1 に設定した場合は、 < ope 「> に PLMN Number を16進数で設定します。 

AT + C 0 PS ? :現在の設定を表示 AT + C 0 PS =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + COPS =0 回 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端未がタト部機器に AT 〕 マンドを送受信できるかを r+CPAS : < n > J の形式で表示しま 
す。 

n =0 :可能 n =1 :不可能 n =2 :状態不明 n =3 :可能かつ着信中 

n =4 :可能かつ通信中 

AT + CPAS =? :表示巧能な値のリストを表示 

AT+CPAS 回 
+ CPAS : 0 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT + CPIN ="< pin >", 

"< newpin >" 

円 N 1コード ON 時、 PIN 1/ 円 N 2コードや円 N □ック解除コードの入力が必要な場合に入力しま 
す。円 N □ック解除〕ードの入力が必要な場合は、 < newpin > に新しい円 N 1/円 N 2〕ードを乂 
力します。円 N 1/円 N 2コードの入力が要求されているときに < newpin > を入力しても、円 N 1/ 
円 N 2コードの変更はできません。 

n=READY :コード入力の要求なし n=SIM PIN :円 N 1コード入力待ち 

n = SIM 円 N 2 :円 N 2コード入力待ち 

n=SIM PUK :円 N 1□ック解除失敗により円 N □ック解除コード入力待ち 
n=SIM PUK 2 : PIN 2 □ック解除失敗により円 N □ック解除〕ード入力待ち 

AT + C 円 N ? :現在の要求されているコードを 「+ C 円 N : < n > J の形式で表示 

AT + C 円 N =’’0000’’ 回 

OK 

AT + CR =< n > 《 1 

接続時に 「 CONNECT 」 が表示される前に、通信の種別を表示するかを設定します。 
n =0 :表 W しない（お買い上げ時） n =1 : r+CR : < serv > J の形式で通信の種別を表 w 

se 「 v=GPRS :パケット通信 serv=SYNC : 64 K データ通信 

serv = AV 64 K : 64 K テレビ電話 

AT + CR ? :現在の設定を表示 AT + CR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CR =0 回 

OK 

AT + CRC =< n > 

着信時に + CRING のリザルトコードを使用するかを設定します。 

n =0 :使用しない（お買い上げ時） 

n =1 : r+CRING : < type > J のリザルト〕ードを使用ずる 

typ に GPRS " PPP "..."< APN >" :パケット通信 type=SYNC : 64 K データ通信 

typ に AV 64 K : 64 K テレビ電話 

AT + CRC ? :現在の設定を表示 AT + CRC =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CRC =0 回 

OK 

AT + CREG =< n > 

ネットワーク登録状態（圏内/圏か）を通巧するかを設定します。 
n =0 :通がなし（お買い上げ時） 

n =1 :圏内か6圏クトまたは圏かか6圏内へ移動時 「+CREG : < s ね t >」 の形式で通が 

S ね t = 日：音声圏クト S ね t =1 :音声圏内 S ね t =4 :不明 

S ね t =5 :音声圏巧（国際□ーミング中） 

AT + CREG ? : r+CREG : < n >.< s ねり」の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CREG =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CREG =0 回 

OK 

AT + CUSD =< n >.''< st 「>’ ’※ 1 

ネットワークサービスの追加サービス （ USSD 登録）を設定しまず。 < st 「> には、ドコモか6通 

がされたサービスコードを入力します。 

n =0 :中間リザルトを応答しない（お買い上げ時） 

n =1 :中間リザルトを 「+CUSD : < m >. "< str >".0 J の形式で応答する 

m =0 :情報の要求なし m =1 :情報の要求あり 

AT + CUSD ? :現在の設定を表示 AT + CUSD =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CUSD =0," 0123456 78" 
回 

OK 

AT + FCLASS = く n > 

FOMA 端末がサポートする通信種別を設定します。 
n =0 :データのみサポート（固定値） 

AT + FCLASS ? :現在の設定を表示 AT + FCLASS =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + FCLASS =0 巨] 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末でサポートしている AT コマンドの範囲を 「+ GCAP : く n >」 の形式で表示しまず。 
n=+CGSM : GSM コマンドをサポート（一部のみサポートの場合を含む） 
n=+FCLASS : + FCLASS コマンドをサポート n=+W : + W コマンドをサポート 

AT+GCAP 回 

+GCAP : + CGSM ,+ FCLASS , 

+W 

OK 

AT+GMI 

FOMA 端未のメーカをを表示します。 

AT+GMI 口 

FUJITSU 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の機種をを表示します。 

AT+GMM 回 

FOMA F 03 巨 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

AT+GMR 口 

Verl.OO 

OK 

AT + IFC =< n . m > 

パソコンと FOMA 端末間の□-カルフ□-制御方式を設定します。 

n 、 m = 日：フ □- 制御をわわない n 、 m =1 : X 0 N / X 0 FF フ□-制御をわう 

n 、 m =2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フ□-制御を巧う（お買い上げ時） 

AT + IFC ? : r+IFC : < n >.< m >」 の形式で現在の設定を表示かは DCE by DTE 、 m は DTE by 
DCE の値を示ず） 

AT + IFC =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + IFC =2,2 回 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT + WS 46=< n > 

発信時に使用する無線ネットワークを n の値で表示します。 

変更はできないので、 AT + WS 46=< n > と入力すると、 ERROR を返しまず。 
n =12 : GSM ネットワーク n =22 : 3 G ネットワーク ( FOMA ) 

n =25 : GSM および 3 G ネットワーク （ FOMA ) (お買い上げ時） 

AT + WS 46? :現在の設定を表示 AT + WS 46=? :設定可能な値のリストを表示 

AT¥S 

AT¥S 回 

E 1 QO V 1 X 4& C 1 & D 2& S 0 
.• • (中略） • • • S 104=001 
OK 

現在設定されている各コマンドと S レジスタの内容を表示しまず。 

AT ¥ V < n > 

AT ¥ V 0 回 

OK 

接続時の拡張リザルトコードの使用を設定します。 
n =0 :拡張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時） 
n =1 :拡張リザルトコードを使用する 

+++ 

+++ (非表示） 

OK 

通信中に入力すると、オンラインデータモードか6オンラインコマンドモードに移巧します。 
エスケープガード区闇は1秒の固定値でず。 


& W コマンドで FOMA 端末に記録されます。 

《2 & F および Z コマンドによる U セツトは行われません。 

《3 & W コマンドを使用する前に Z コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更内容は消去されます。 



■パケット通信 


値 

理由 

26 

27 

APN びを在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約びされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64 K データ 通信 


値 

理由 

1 

指定した番号はを在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありません。 

19 

相手側を呼び出しましたび応答びありません。 

21 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではありません。 

65 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 


エラーレポートー覧 


数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

FOMA カードびセットされていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモ U (外の SIM (FOMA 力ードに相当するに力ード）び挿入されてい 
ます。 

16 

incorrect password 

パスワードび間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 
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AT コマンドの補足説明 


• < cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 ( APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末では 
「1〜10」び登録できます。お買い上げ時、1には m 曰 pera に接続するための APN 「 m 曰 pera . ne . jp 」（ PPP 接 
続）び、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」（ IP 接続）び登録されています。 

< APN > は接続先を示す接続ごとの任意の文字列です。 

■ コマンド名： +CGDCONT= [パラメータ] 

-概要 

パケット通信の接続先 ( APN ) を設定します。 

-書式 

+ CGDC 0 NT 二 [< cid > [,"< PDP _ TYPE >" [; く APN >"]]] 

• パラメータ 説明 

< cid > :1〜10 

< PDP _ TYPE > : IP または PPP 
< APN > :任意 

-実行例 

PPP 接続の rabcj といラ APN 名を登録する場合の コマンド （く cicl > 二 2の場合） 

AT + CGDCONT 二 2，" PPP "，" abc " 回 
0 K 

- パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGDC 日 NT 二：すべてのく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGDCONT 二く cicl > :指定したく cicl > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGDCONT ? :現在の設定を表示します。 

AT + CGDCONT 二？：設定可能な値の U ストを表示します。 

■ コマンド名： +CGEQMIN= [パラメータ] 

-概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される日 oS (サービス品質）を許容するかの判定基準を設 
定します。 

• 書式 

AT + CGEQMIN = [< cid > しく Maximum bitrate UL > [.<Maximum bitrate DL >]]] 

- パラメータ 説明 
< cid > : 1 〜 10 

< Maximum bitrate UL > :なし（お買い上げ時）または384 
< Maximum bitrate DL > :なし（お買い上げ時）または7232 

《く Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよ 
び下りの最大通信速度 （ kbps ) を設定します。「なし（お買い上げ時)」に設定した場合は、すべての速 
度を許容しますび、「384」および「7232」を設定した場合、これらの速度！; TF の接続は許容されないた 
め、パケット通信び接続されない場合びありますのでご注意ください。 

-実行例 

(1) 上りと下りですベての速度を許容する場合のコマンド（く cicl > 二2の場合） 

AT + CGEQMIN 二2回 
0 K 

に）上り 384 kbps 、 下り 7232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド（く cicl > 二4の場合） 
AT + CGEQMIN 二4，138417232回 
0 K 

(3) 上り 384 kbps 、 下りすベての速度のみ許容する場合の〕マンド（く cid >二日の場合） 

AT + CGEQMIN 二日||384回 

0 K 

(4) 上りすベての速度、下り 7232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド（く cicl > 二6の場合） 
AT + CGEQMIN 二6|||の32回 

0 K 
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-パラメータを省略した場合の動作 

AT + CGEQMIN 二：すべてのく cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 
AT + CGE 日 MIN 二く cicl > :指定したく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 
AT + CGEQMIN ? :現在の設定を表示します。 

AT + CGE 日 MIN 二？：設定可能な値のリストを表示します。 


■ コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] 

-概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

-書式 

AT + CGEQREQ 二 [< cid >] 

-パラメータ説明 

上り64〜 384 kbps 、 下り64〜 7232 kbps の速度で接続を要求する〕マンドのみ設定できます。各く cicl > 
にはその内容びお買い上げ時に設定されています。 

く cicl > :1〜10 

-実行例 

(く cid >二3の場合） 

AT + CGEQREQ 二3回 
OK 

-パラメータを省略した場合の動作 

AT + CGEQREQ 二：すべてのく cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGE 日 RE 日=く cid > :指定したく cicl > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQREQ ? :現在の設定を表示します。 

AT + CGEQREQ 二？：設定可能な値のリストを表示します。 


—ド 


• ATV コマンドび n 二1(お買い上げ時）に設定されている場合は英文字、 n 二0の場合は数字で U ヴルトコードび 
表示されます。 - P 34 


■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

OK 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信しています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤルトーンの検出びでさません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です（通信ネットワークび混雑していま 
す。しばらくたってから接続し直してください)。 

101 

DELAYED 

U ダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 

• AT & E コマンドび n =0 に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末一基地局間の接続速度 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

125 

CONNECT 384000 

384000 bps 

133 

CONNECT 3648000 

3648000 bps 

135 

CONNECT 7232000 

723200 0 bps 
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• AT & E コマンドび n = l に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末ーパソコン間の接続速度 

5 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

15 

CONNECT 14400 

1 4400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 57600 

57600 bps 

19 

CONNECT 115200 

115200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


《従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度を表示しますび、 FOMA 端末-パソ 
コン間は USB ケーブルや Bluet 日日 th 機能で接続されているため、実際の接続速度と異なります。 

■ 通信プ日トコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通イ言で接続 （ BC 二 UDI 、+ CBST 二116,1,0) 

3 

AV 64 K 

目 4 K テレビ電話で接続 

5 

PACKET 

パケット通信で接続 


■ リザルトコード表示例 

ATX 0 び設定されているとを 

AT ¥ V コマンドの設定に関わらず、接続完了の際に 「 CONNECT 」 のみ表示されます。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

1 

ATX 1 び設定されているとを 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 (お買い上げ時）び設定されている場合 

接続完了時に、に日 NNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度>」の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121 

• ATX 1、 AT ¥ V 1 び設定されている場合※] 

接続完了時に、次の書式で表示します。 

「 CONNECTCFOMA 端末-パソコン間の速度><通信プロトコル>く接続先 APN >/<上り方向 
( FOMA 端末^無線基地局間）の最高速度>/く下り方向（ド日1\/1八端末^無線基地局間）の最高速度>」※^ 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . ne . jp /384/7232 

( mopera . ne . jp に、上り最大 384 kbps 、 下り最大 7232 kbps で接続したことを表します。） 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121己 

ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続び正しくできないことびあります 。 AT 
¥ VO だけでのご利用をおすすめします。 

《2 AT ¥ V 1 び設定されている場合、く接続先 APN >1；| 降はパケットで接続している場合のみ表示されま 
す。 
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